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じ
め
に

　

近
時
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
国
民
の
安
定
的
な
資
産
形
成
と
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
、
金
融
取
引
に
お
け
る
利
益
相

反
管
理
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
販
売
会
社
が
、
顧
客
の
利
益
に
関
わ
ら
ず
、
商
品
提
供
会
社
か
ら
支
払
わ
れ
る
手
数
料
の

高
い
商
品
を
顧
客
に
推
奨
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
そ
の
よ
う
な
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
処
方
箋
と
し

て
、
顧
客
の
立
場
に
立
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
担
い
手
（
独
立
系
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
）
の
育
成
が
家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成
を
図
る
上

で
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
も
示
さ
れ
て
い
る）

2
（

。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
金
融
危
機
に
よ
り
、
リ
ス
ク
が
高
く
複
雑
な
金
融
商
品
に
起
因
し
て
（
投
資

家
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
）
予
期
せ
ぬ
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
投
資
助
言
に
係
る
規
制
の
改
善
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ）

3
（

、
二
〇
一
四
年
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八
月
一
日
よ
り
、
顧
客
か
ら
の
助
言
料
（H

onorar

）
を
収
入
源
と
す
る
形
の
投
資
助
言
業
を
規
律
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
有
価
証
券
取

引
法
（W

ertpapierhandelsgesetz: W
pH

G

）
等
を
改
正
す
る
﹁
金
融
商
品
に
つ
い
て
の
助
言
料
型
助
言
の
促
進
と
規
制
に
関
す
る
法
律

（G
esetz zur F

örderung und R
egulierung einer H

onorarberatung über F
inanzinstrum

ente

）﹂、
略
称
﹁
助
言
料
型
投
資
助
言

法
（H

onoraranlageberatungsgesetz

）﹂
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
金
融
商
品
提
供
業
者
（
販
売
会
社
等
）

か
ら
の
手
数
料
（P

rovision

）
を
主
た
る
収
益
源
と
す
る
投
資
助
言
が
一
般
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た）

4
（

が
、
助
言
料
型
投
資
助
言
法
に
よ

る
改
正
は
、
こ
の
よ
う
な
金
融
商
品
提
供
業
者
の
利
害
に
影
響
さ
れ
や
す
い
従
来
型
の
投
資
助
言
者
（
以
下
、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
投
資
助

言
の
形
態
を
﹁
従
来
型
投
資
助
言
﹂
ま
た
は
﹁
手
数
料
型
投
資
助
言
（provisionsgestützte A

nlageberatung

）﹂
と
い
う
）
以
外
の
選

択
肢
と
し
て
、
投
資
家
か
ら
の
助
言
料
を
主
た
る
収
入
源
と
す
る
助
言
者
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
、
従
来
型
投
資
助
言
者
よ
り
も
厳
し

い
規
律
を
課
す
こ
と
で
、
投
資
家
の
利
益
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
の
新
し
い
投
資
助
言
業
規
制
を
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
の
動
き
を
含
め
て
紹
介
し
、
わ
が
国
の
法
制
の
あ
り
方

に
対
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　

改
正
の
背
景

１　

従
来
型
投
資
助
言
（
手
数
料
型
投
資
助
言
）
の
問
題
点

　

手
数
料
型
投
資
助
言
は
、
金
融
商
品
提
供
業
者
か
ら
受
け
る
手
数
料
が
助
言
者
に
と
っ
て
の
収
益
源
と
な
る
こ
と
か
ら
、
助
言
者
が
、
助

言
の
相
手
方
で
あ
る
顧
客
（
金
融
商
品
の
買
い
手
）
の
利
益
で
は
な
く
、
手
数
料
の
多
寡
等
の
自
己
の
利
益
を
優
先
し
た
助
言
を
行
う
と
い

う
、
利
益
相
反
の
危
険
性
を
内
包
し
て
い
る
。
か
か
る
利
益
相
反
に
関
し
て
は
、
金
融
商
品
市
場
指
令
（M

iF
ID

）
）
5
（

お
よ
び
そ
の
施
行
細
則
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（M
iF

IR

）
）
6
（

な
ら
び
に
そ
れ
ら
を
国
内
法
化
し
た
ド
イ
ツ
有
価
証
券
取
引
法
の
諸
規
定
に
お
い
て
も
一
定
の
対
処
は
な
さ
れ
て
い
た
。

　

す
な
わ
ち
、
特
に
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
対
処
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
に
よ
り
、
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、

有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
や
付
随
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際
し
て
顧
客
の
利
益
に
適
う
意
識
を
も
っ
て
行
う
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
、
利
益
衝
突
を
避

け
る
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
一
項
一
号
二
号
）、
と
り
わ
け
誘
導
的
利
益
供
与
（Z

uw
endung

）
）
7
（

の
受

取
り
や
供
与
が
禁
止
さ
れ
て
き
た
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
ｄ
条）

8
（

一
項
）。
こ
こ
で
誘
導
的
利
益
供
与
と
は
、
手
数
料
（P

rovision

）、
謝

礼
（G

ebühr

）
も
し
く
は
そ
の
他
の
金
銭
的
給
付
お
よ
び
全
て
の
金
銭
的
利
益
（alle geldw

erten V
orteile

）
を
指
す
概
念
で
あ
る
（
有

価
証
券
取
引
法
三
一
ｄ
条
二
項
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
禁
止
規
定
に
は
広
汎
な
適
用
除
外
が
あ
り
、
実
務
で
は
通
常
こ
の
適
用
除
外
を
援
用
し
て
き
た）

9
（

。
す
な
わ
ち
、
投

資
助
言
に
従
事
す
る
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
手
数
料
（
法
的
に
は
﹁
誘
導
的
利
益
供
与
﹂（Z

uw
endung

））
が
投
資
助
言
の
品
質

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
顧
客
利
益
の
確
保
と
対
立
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
助
言
開
始
前
に
開
示
す
る
こ
と
を
確

保
す
れ
ば
、
そ
れ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
ｄ
条
一
項
一
文
一
号
お
よ
び
二
号
参
照
））
₁₀
（

。

ま
た
、
従
前
、
そ
の
よ
う
な
誘
導
的
利
益
供
与
の
受
領
に
関
し
て
推
定
規
定
が
あ
り
、
投
資
助
言
が
誘
導
的
利
益
供
与
に
も
か
か
わ
ら
ず
不

偏
に
（unvoreingenom
m

en

）
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
投
資
助
言
の
枠
組
み
の
中
で
受
け
取
ら
れ
た
誘
導
的
利
益
供
与
は
、
品
質
向
上
に

資
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
た（
二
〇
一
一
年
の
投
資
家
保
護
及
び
機
能
改
善
法（A

nlegerschutz- und F
unktionsverbesserungsgesetz: 

A
nlSV

G

）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
有
価
証
券
取
引
法
三
一
ｄ
条
四
項）
₁₁
（

）。

　

金
融
商
品
提
供
業
者
か
ら
の
手
数
料
の
授
受
に
関
し
て
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
に
よ
る
民
事
判
例）
₁₂
（

や
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
を
対
象
と

し
た
通
達）
₁₃
（

等
を
通
じ
て
開
示
も
進
ん
で
お
り
、
そ
の
限
り
で
、
伝
統
的
な
考
え
方
か
ら
は
、
顧
客
（
投
資
家
）
側
の
自
己
責
任
に
委
ね
る
べ

き
問
題
と
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
顧
客
の
側
は
、
開
示
義
務
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
数
料
と
投
資
助
言
（
特
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定
の
金
融
商
品
の
売
買
の
推
奨
）と
の
関
係
を
明
確
に
認
識
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
が
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
、

投
資
助
言
に
関
す
る
、
開
示
に
よ
る
投
資
者
保
護
と
い
う
規
制
方
針
の
限
界
が
認
識
さ
れ
、
手
数
料
開
示
以
外
の
方
策
で
の
投
資
者
保
護
が

模
索
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る）
₁₄
（

。

　

投
資
助
言
業
者
に
よ
る
、
金
融
商
品
提
供
業
者
か
ら
の
手
数
料
授
受
の
問
題
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
は
、
種
々
の
方
策
が
考
え
ら
れ
、

た
と
え
ば
、
手
数
料
型
投
資
助
言
を
一
切
禁
止
す
る
、
あ
る
い
は
、
金
融
商
品
提
供
業
者
か
ら
の
手
数
料
の
受
領
を
禁
止
す
る
と
い
う
方
策

も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
手
数
料
型
投
資
助
言
は
残
し
つ
つ
、
顧
客
に
よ
り
寄
り
添
う
形
態
で
あ
る
助
言
料
型
投
資
助
言
と
い
う
制
度
を

導
入
し
、
顧
客
が
こ
の
両
方
の
形
態
の
区
別
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
中
道
の
規
律
を
行
っ
た
の
が
助
言
料
型
投
資
助

言
法
で
あ
り
、
そ
の
規
律
コ
ン
セ
プ
ト
は
改
定
金
融
商
品
市
場
指
令
（M

iF
ID

 II

：
三
参
照
）
策
定
時
の
欧
州
レ
ベ
ル
で
の
議
論
に
も
淵
源

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

２　

助
言
料
型
投
資
助
言
法
制
定
の
経
緯

　

投
資
助
言
を
め
ぐ
る
規
制
の
ド
イ
ツ
固
有
の
動
き
の
画
期
は
、
連
邦
食
料
・
農
業
・
消
費
者
保
護
省
（B

undesm
inisterium

 für 

E
rnährung, L

andw
irtschaft und V

erbraucherschutz
）
が
二
〇
一
一
年
七
月
一
三
日
に
公
表
し
た
﹁
助
言
料
型
助
言
の
職
業
像
の
法

的
規
律
に
関
す
る
論
点
整
理
﹂）
₁₅
（

（
以
下
、﹁
論
点
整
理
﹂
と
い
う
）
に
あ
る
と
い
え
る
。
論
点
整
理
で
は
、
投
資
助
言
者
、
保
険
助
言
者

（V
ersicherungsberater

）
お
よ
び
ロ
ー
ン
助
言
者
（D

arlehensberater

）
の
三
個
別
類
型
、
な
ら
び
に
こ
れ
ら
三
個
別
類
型
を
総
合
的

に
行
う
者
を
金
融
助
言
者
（F

inanzberater

）
と
位
置
づ
け）
₁₆
（

、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
助
言
料
型
助
言
を
行
う
者
は
、
十
分
な
市
場
へ
の
見

識
（M

arktüberblick

）
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
市
場
に
提
供
さ
れ
て
い
る
十
分
な
数
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
踏
ま
え

て
助
言
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と）
₁₇
（

、
顧
客
か
ら
の
報
酬
の
み
を
受
け
取
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
そ
の
決
定
に
際
し
て
金
融
商
品
提
供
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業
者
か
ら
独
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た）
₁₈
（

。
も
っ
と
も
、
販
売
手
数
料
を
賦
課
し
て
い
な
い
製
品
の
入
手
が
困
難
で
あ
る
と
い

う
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
助
言
料
と
販
売
手
数
料
の
二
重
徴
収
は
競
争
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
助
言
料
型
助
言
の
場
合
に
は
、
助
言
者
が

受
け
取
る
販
売
手
数
料
は
顧
客
に
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
れ
を
義
務
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
た）
₁₉
（

。

　

そ
の
後
、二
〇
一
一
年
の
﹁
金
融
仲
介
者
及
び
資
産
投
資
法
の
改
正
に
関
す
る
法
律
（G

esetz zur N
ovellierung des F

inanzverm
ittler- 

und V
erm

ögensanlagenrechts

）﹂
案
の
審
議
過
程
に
お
い
て
、
連
邦
参
議
院
よ
り
連
邦
政
府
に
対
し
て
助
言
料
型
助
言
者
に
係
る
規
制

を
導
入
す
べ
き
こ
と
が
示
唆
さ
れ）
₂₀
（

、
こ
れ
を
受
け
て
連
邦
政
府
も
検
討
を
開
始
す
る
旨
を
表
明
し
た）
₂₁
（

。

　

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
九
日
に
連
邦
財
務
省
よ
り
助
言
料
型
投
資
助
言
法
の
政
府
草
案
が
公
表
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
一
日
に
連

邦
参
議
院
、
二
〇
一
三
年
二
月
六
日
に
連
邦
議
会
に
送
付
さ
れ
、
幾
つ
か
の
修
正
を
経
て
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
五
日
に
法
律
と
し
て
成
立

し
た
。

二　

助
言
料
型
投
資
助
言
法
に
よ
る
有
価
証
券
取
引
法
の
改
正
内
容

　

本
節
で
は
、
助
言
料
型
投
資
助
言
法
に
よ
る
改
正
内
容
を
紹
介
す
る
。
大
ま
か
に
い
え
ば
、
有
価
証
券
取
引
法
に
お
い
て
、﹁
助
言
料
型

投
資
助
言
（H

onorar-A
nlageberatung

）﹂
と
い
う
営
業
態
様
が
定
義
さ
れ
、
か
か
る
営
業
に
従
事
す
る
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
つ

い
て
一
定
の
行
為
義
務
が
課
さ
れ
、
助
言
料
型
投
資
助
言
者
（H

onorar-A
nlageberater

）
の
連
邦
金
融
監
督
庁
へ
の
登
録
制
度
が
導
入

さ
れ
、
ま
た
、﹁
助
言
料
型
投
資
助
言
者
﹂
と
い
っ
た
類
の
一
定
の
標
識
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
₂₂
（

。
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１　

投
資
助
言
提
供
時
の
行
為
義
務

　

ま
ず
、
投
資
助
言
を
行
う
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
顧
客
に
対
し
、
自
己
が
行
う
投
資
助
言
が
助
言
料
型
投
資
助
言
に
該
当
す
る
の

か
否
か
を
情
報
提
供
す
る
義
務
を
負
い
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｂ
項
一
文
）、
か
つ
、
投
資
助
言
が
助
言
料
型
投
資
助
言
と
し
て
行

わ
れ
る
場
合
に
は
、
従
来
型
の
投
資
助
言
よ
り
も
強
化
さ
れ
た
義
務
を
負
う
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｂ
項
二
文
、
四
ｃ
項
お
よ
び
四

ｄ
項
参
照
）
こ
と
と
さ
れ
た
。

１　

助
言
料
型
で
あ
る
か
否
か
の
情
報
提
供
義
務

　

助
言
料
型
投
資
助
言
法
に
よ
り
、
投
資
助
言
を
行
う
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
顧
客
に
対
し
、
助
言
の
開
始
お
よ
び
助
言
契
約
の
締

結
の
前
の
適
時
に
、
理
解
し
や
す
い
形
式
で
、
自
己
が
行
う
投
資
助
言
が
助
言
料
型
投
資
助
言
に
該
当
す
る
か
否
か
を
情
報
提
供
す
る
義
務

を
負
う
こ
と
と
さ
れ
た
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｂ
項）
₂₃
（

一
文
）。
こ
れ
は
、
顧
客
に
、
ど
ち
ら
の
形
式
（
従
来
型
か
、
助
言
料
型
か
）

で
の
助
言
を
受
け
て
い
る
か
を
明
確
に
意
識
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
助
言
料
型
投
資
助
言
法
の
政
府
草
案）
₂₄
（

の
段
階
で

は
、
助
言
料
型
投
資
助
言
を
行
う
場
合
に
の
み
、
そ
の
旨
が
顧
客
へ
の
通
知
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
（
政
府
草
案
に
基
づ
く
有
価
証
券
取
引

法
改
正
案
三
一
条
四
ｂ
項
一
文
一
号
）
こ
と
か
ら
、
助
言
料
型
で
は
な
い
従
来
型
の
投
資
助
言
の
場
合
に
は
顧
客
に
何
も
告
げ
る
必
要
が
な

い
と
さ
れ
て
い
た）
₂₅
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
議
会
財
務
委
員
会
で
の
修
正）
₂₆
（

を
経
て
、
成
案
で
は
投
資
助
言
が
﹁
助
言
料
型
と
し
て
な
さ
れ
る

の
か
否
か
﹂
を
顧
客
に
情
報
提
供
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
た
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｂ
項
一
文
）。

　

ま
た
、
助
言
料
型
投
資
助
言
法
に
よ
り
、
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｂ
項
二
文
に
お
い
て
、
投
資
助
言
が
助
言
料
型
投
資
助
言
と
し
て

行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
顧
客
に
対
し
て
、
投
資
助
言
に
関
連
し
た
誘
導
的
利
益
供
与
（Z

uw
endung

）
が
第
三
者
か
ら
提
供
さ
れ
ま
た

は
保
持
さ
れ
て
よ
い
の
か
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
情
報
提
供
の
様
式
に
関
し
て
は
、
有
価
証
券
取
引
法
三
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一
条
一
一
項
一
文
二
号
に
よ
り
連
邦
財
務
省
の
定
め
る
省
令
に
授
権
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
﹁
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
つ
い
て

の
行
為
規
制
及
び
態
勢
要
請
の
具
体
化
省
令
（V

erordnung zur K
onkretisierung der V

erhaltensregeln und O
rganisationsan-

forderungen für W
ertpapierdienstleistungsunternehm

en

）﹂、
略
称
﹁
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
・
行
為
・
態
勢
省
令

（W
ertpapierdienstleistungs- V

erhaltens- und O
rganisationsverordnung

：W
pD

V
erO

V

）﹂
五
条
五
項
で
は
、﹁
継
続
的
情
報
記

録
媒
体
（ein dauerhafter D

atenträger

）﹂
に
よ
り
情
報
提
供
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
継
続
的
情
報
記

録
媒
体
に
は
紙
も
含
ま
れ
、
通
常
は
紙
媒
体
で
の
提
供
と
な
る
と
さ
れ
る）
₂₇
（

。

２　

包
括
的
市
場
分
析
の
義
務

　

投
資
助
言
を
助
言
料
型
投
資
助
言
と
し
て
行
う
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
そ
の
推
奨
を
、﹁
市
場
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
い
る
金
融

商
品
の
十
分
な
数
﹂
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｃ
項）
₂₈
（

一
文
一
号
）（
以
下
、﹁
包
括
的
分
析
義
務
﹂

と
い
う
）。

　

そ
の
際
の
指
針
と
し
て
、
種
類
お
よ
び
供
給
者
（A

nbieter

）
や
発
行
者
に
関
し
て
十
分
に
分
散
さ
れ
た
（ausreichend gestreut

）

金
融
商
品
で
あ
る
こ
と
、
助
言
者
自
身
が
発
行
者
で
あ
る
金
融
商
品
や
助
言
者
と
密
接
な
関
係
す
る
者
が
発
行
者
・
供
給
者
で
あ
る
金
融
商

品
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
、
が
併
せ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｃ
項
一
文
一
号
ａ
お
よ
び
ｂ
）。

　

①
十
分
に
分
散
さ
れ
た
金
融
商
品

　

包
括
的
分
析
義
務
は
、﹁
十
分
に
分
散
さ
れ
た
﹂
金
融
商
品
に
つ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、﹁
十
分
に
分
散
さ
れ
た
﹂

の
意
義
に
つ
き
、
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
・
行
為
・
態
勢
省
令
五
ｂ
条
三
文
が
具
体
的
に
定
め
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
金
融
商
品
の
機
能
の
仕
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方
も
し
く
は
構
造）
₂₉
（

（A
usstattung

）、
金
融
商
品
と
結
び
つ
い
た
リ
ス
ク
の
種
類
も
し
く
は
範
囲
、
ま
た
は
、
投
資
に
伴
う
費
用
の
点
で
異

な
っ
て
い
れ
ば
、﹁
分
散
さ
れ
た
﹂
と
い
え
る
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
省
令
に
よ
る
具
体
化
は
成
功
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

結
局
の
と
こ
ろ
幅
広
い
金
融
商
品
の
種
類
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
の
評
価
も
あ
る）
₃₀
（

。

　

②
十
分
な
数

　

ま
た
、
推
奨
は
、
市
場
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
の
﹁
十
分
な
数
﹂
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
規
定
さ
れ

て
い
る
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｃ
項
一
文
一
号
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
・
行
為
・
態
勢
省
令
五
ｂ
条）
₃₁
（

一
文
で
は
、

こ
の
﹁
十
分
な
数
﹂
と
は
、
容
認
し
う
る
出
費
（vertretbarer A

ufw
and

）
で
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
顧
客
に
適
合
し
た
数
量

と
い
う
考
慮
要
素
を
挙
げ
る
。
保
険
仲
立
人
に
つ
き
類
似
の
助
言
義
務
を
定
め
る
保
険
契
約
法
六
〇
条
一
項
一
文）
₃₂
（

の
解
釈
論
の
一
部
で
は
、

﹁
真
摯
な
検
討
に
値
す
る
全
て
商
品
﹂
の
調
査
義
務
を
認
め
る
見
解）
₃₃
（

も
あ
る
が
、
お
よ
そ
全
て
の
市
場
に
あ
る
金
融
商
品
を
網
羅
す
る
と
こ

ろ
ま
で
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
一
般
論
と
し
て
は
、
個
別
の
事
例
に
即
し
た
客
観
的
か
つ
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
調
査
、
と
い
う
主
張）
₃₄
（

が
有
力
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
特
定
の
市
場
（
ま
た
は
市
場
セ
グ
メ
ン
ト
）
に
お
い
て
提
供
さ
れ

入
手
可
能
な
金
融
商
品
の
数
、
当
該
市
場
（
も
し
く
は
市
場
セ
グ
メ
ン
ト
）
ま
た
は
特
定
の
金
融
商
品
に
つ
い
て
存
在
し
て
い
る
提
供
者
や

発
行
者
の
数
お
よ
び
特
別
の
顧
客
ニ
ー
ズ
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₃₅
（

。

　

な
お
、
ど
こ
ま
で
の
分
析
を
行
う
か
に
関
す
る
顧
客
と
の
合
意
も
、
か
か
る
監
督
法
上
の
義
務
か
ら
解
放
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る）
₃₆
（

。

　

③
密
接
関
係
者
に
係
る
商
品
以
外
の
調
査
義
務
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さ
ら
に
、
投
資
助
言
者
た
る
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
者
（
以
下
、﹁
密
接
関
係
者
﹂
と
い
う
）
が
販
売
者
や
発

行
者
で
あ
る
よ
う
な
金
融
商
品
、
あ
る
い
は
当
該
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
自
身
が
販
売
者
や
発
行
者
で
あ
る
よ
う
な
金
融
商
品
に
限
定
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｃ
項
一
文
一
号
）。

　

密
接
関
係
者
の
意
義
に
関
し
て
は
、
信
用
制
度
法
一
条
一
〇
項
を
参
照
し
つ
つ
、
資
本
ま
た
は
議
決
権
の
二
〇
％
以
上
を
保
有
し
て
い
れ

ば
該
当
し
、
ま
た
、
当
該
助
言
者
が
発
行
者
の
有
価
証
券
の
引
受
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
場
合
の
当
該
発
行
者
な
ど
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ

て
い
る）
₃₇
（

。

　

こ
れ
は
、
利
益
相
反
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
密
接
関
係
者
や
自
己
が
発
行
者
・
販
売
者
で
あ
る
金
融
商
品
の
推
奨
が
一
律
に
禁
止

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
助
言
料
型
投
資
助
言
法
の
審
議
過
程
に
お
い
て
、連
邦
参
議
院
か
ら
は
、自
己
ま
た
は
密
接
関
係
者
に
よ
り
発
行
・

販
売
さ
れ
た
金
融
商
品
を
契
約
す
る
こ
と
を
一
般
的
に
禁
止
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
旨
の
意
見
が
付
さ
れ
て
い
た）
₃₈
（

が
、
こ
れ
に
対
し
て
、

連
邦
政
府
は
、
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
禁
止
を
し
て
し
ま
う
と
、
真
に
適
合
的
な
金
融
商
品
を
顧
客
が
入
手
で
き
な
く
な
る
弊
害
を
挙
げ
て

こ
の
意
見
を
退
け
て
い
る）
₃₉
（

。
そ
の
よ
う
な
金
融
商
品
に
つ
い
て
推
奨
す
る
場
合
に
は
、
４
で
述
べ
る
特
別
の
開
示
義
務
に
よ
っ
て
顧
客
を
保

護
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る）
₄₀
（

。

　

④
評
価

　

こ
の
包
括
的
分
析
義
務
は
、
助
言
料
型
投
資
助
言
者
に
よ
る
発
行
者
・
供
給
者
等
か
ら
の
手
数
料
等
の
受
領
の
禁
止
と
は
直
接
関
係
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
助
言
料
型
投
資
助
言
者
の
独
立
性
と
い
う
観
点
か
ら
の
規
律
で
あ
る
と
い
え
、
そ
の
限
り
で
、
後
に
述
べ
る

改
定
金
融
商
品
市
場
指
令
（
当
時
は
草
案
の
段
階
）
と
の
親
和
性
を
重
視
し
た
規
定
で
あ
る）
₄₁
（

。

　

こ
の
よ
う
な
助
言
料
型
投
資
助
言
者
の
情
報
提
供
義
務
は
、
典
型
的
な
私
法
上
の
義
務
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る）
₄₂
（

。
す
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な
わ
ち
、
判
例
上
、
銀
行
が
顧
客
に
競
合
商
品
ま
で
含
め
て
検
討
し
て
く
れ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
、
あ
る
い
は
そ
の
旨
を
顧
客
が
述
べ
て

銀
行
も
そ
れ
に
反
対
し
な
か
っ
た
場
合）
₄₃
（

を
除
い
て
、
自
己
ま
た
は
関
係
会
社
の
商
品
を
排
除
し
た
助
言
ま
で
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
監
督
法
に
か
か
る
規
律
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
義
務
内
容
が
民
事
上
の
責
任
に
及
ぶ
懸
念
も
表
明
さ
れ
て
い
る）
₄₄
（

。

⑶　

誘
導
的
利
益
供
与
の
受
領
禁
止

　

助
言
料
型
投
資
助
言
者
の
最
大
の
義
務
は
、
顧
客
以
外
の
者
か
ら
の
誘
導
的
利
益
供
与
の
受
領
の
禁
止
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｃ

項
一
文
二
号
）
で
あ
る
。
本
号
の
﹁
誘
導
的
利
益
供
与
（Z

uw
endung

）﹂
の
定
義
は
な
い
が
、
有
価
証
券
取
引
法
三
一
ｄ
条
の
﹁
誘
導
的

利
益
供
与
（Z

uw
endung

）﹂（
一
１
参
照
）
と
同
義
に
解
さ
れ
て
い
る）
₄₅
（

。

　

誘
導
的
利
益
供
与
は
、
投
資
助
言
に
﹁
関
し
て
﹂
受
領
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
投
資
助
言
に
﹁
関
し
﹂
な
い
金
銭
の
受
領
は
問

題
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
銀
行
が
、
預
託
銀
行
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
銘
柄
を
推
奨
す
る
場
合
に
お
い
て
、
預
託
の
手
数
料
収
入
は
推
奨

に
﹁
関
し
﹂
な
い
と
考
え
ら
れ
る）
₄₆
（

。
他
方
で
、製
品
講
習
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
提
供
な
ど
は
、そ
れ
が
販
売
の
動
機
と
な
り
う
る
限
り
は
﹁
関

し
て
﹂
に
該
当
す
る）
₄₇
（

。
そ
の
た
め
、
企
業
と
し
て
発
行
体
等
か
ら
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
に
は
、
助
言
部
門
が
そ
れ
を
利
用

で
き
な
い
よ
う
な
組
織
的
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る）
₄₈
（

。

⑷　

自
己
ま
た
は
密
接
関
係
者
が
販
売
者
・
発
行
者
で
あ
る
金
融
商
品
の
推
奨
の
場
合
の
開
示
義
務

　

助
言
料
型
投
資
助
言
者
た
る
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
助
言
者
自
身
ま
た
は
そ
の
密
接
関
係
者
が
販
売
者
・
発
行
者
で
あ
る
金
融
商

品
を
推
奨
す
る
際
に
は
、
助
言
者
は
、
顧
客
に
対
し
、
推
奨
の
前
の
適
時
に
理
解
し
や
す
い
形
式
で
、
自
ら
が
当
該
金
融
商
品
の
販
売
者
・

発
行
者
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
販
売
者
・
発
行
者
と
密
接
な
関
係
等
に
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
助
言
者
自
身
の
収
益
利
害
の
存
在
ま
た
は
密
接
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六
六
一

関
係
者
の
取
引
締
結
に
つ
い
て
の
利
害
に
つ
い
て
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｄ
項）
₄₉
（

一
文
）。

　

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
助
言
料
型
投
資
助
言
者
の
利
益
相
反
を
防
止
す
る
上
で
は
、
助
言
者
自
身
ま
た
は
そ
の
密
接
関
係
者
が
販
売
者
・

発
行
者
で
あ
る
金
融
商
品
の
推
奨
や
取
引
自
体
を
禁
止
す
る
と
い
う
方
策
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
助
言
料
型
投
資
助
言
法
は
そ

の
よ
う
な
考
え
方
を
取
ら
ず
、生
じ
う
る
利
益
相
反
関
係
を
開
示
さ
せ
る
こ
と
で
、顧
客
に
判
断
さ
せ
る
と
い
う
途
を
選
ん
だ
（
⑵
③
参
照
）。

本
規
定
は
、
そ
の
た
め
の
開
示
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
開
示
の
様
式
に
関
し
て
は
、
助
言
開
始
前
の
助
言
形
態
の
開
示
義
務
（
⑴
参
照
）
に
関
す
る
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｂ
項
一

文
と
同
様
に
、﹁
継
続
的
情
報
記
録
媒
体
（ein dauerhafter D

atenträger

）﹂
に
よ
り
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
有

価
証
券
サ
ー
ビ
ス
・
行
為
・
態
勢
省
令
五
条
五
項
）。

⑸　

確
定
価
格
取
引
（Festpreisgeschäft
）
の
禁
止

　

助
言
料
型
投
資
助
言
者
た
る
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
そ
の
助
言
料
型
投
資
助
言
に
係
る
取
引
に
つ
き
、
自
己
の
計
算
で
確
定
ま
た

は
特
定
価
格
に
よ
る
顧
客
と
の
取
引
（
以
下
、﹁
確
定
価
格
取
引
﹂
と
い
う
）
と
し
て
遂
行
し
て
は
な
ら
な
い
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条

四
ｄ
項
二
文
）。

　

一
般
に
、
確
定
価
格
取
引
と
は
、
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
が
顧
客
の
た
め
有
価
証
券
を
自
己
勘
定
で
売
買
す
る
取
引
で
あ
る）
₅₀
（

と
さ
れ
て

お
り
、
顧
客
と
合
意
さ
れ
た
確
定
価
格
で
売
買
を
自
己
勘
定
で
執
行
す
る
こ
と
か
ら
、
合
意
か
ら
執
行
ま
で
の
価
格
変
動
リ
ス
ク
は
当
該
有

価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
が
負
う
こ
と
に
な
る）
₅₁
（

。
確
定
価
格
取
引
禁
止
規
定
の
趣
旨
は
、
確
定
価
格
取
引
の
場
合
に
は
自
己
の
利
益
獲
得
意
図

が
、
助
言
料
型
投
資
助
言
者
の
独
立
性
と
抵
触
す
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る）
₅₂
（

が
、
こ
れ
は
、
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
が
自
己
勘
定
に

影
響
す
る
取
引
を
投
資
助
言
す
る
点
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

三
三
〇

ド
イ
ツ
の
独
立
投
資
助
言
者
規
制

六
六
二

　

他
方
で
、
当
該
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
自
身
が
販
売
者
又
は
発
行
者
で
あ
る
金
融
商
品
に
つ
い
て
は
、
確
定
価
格
取
引
禁
止
の
適
用
除

外
が
あ
る
（
同
三
文
）
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
例
外
を
認
め
な
い
と
、
そ
の
よ
う
な
金
融
商
品
の
流
通
市
場
が
小
さ
い
場
合
に
引
受
け

が
行
わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
不
必
要
な
第
三
者
の
介
在
を
招
く
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る）
₅₃
（

が
、
実
質
的
に
は
、
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
す
で
に
開
示
等
に
よ
り
利
益
相
反
へ
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

２　

助
言
料
型
投
資
助
言
者
の
特
別
の
態
勢
整
備
義
務

　

助
言
料
型
投
資
助
言
者
と
い
う
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
行
為
義
務
の
他
に
も
、
態
勢
整
備
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
有
価

証
券
取
引
法
三
三
条
三
ａ
項）
₅₄
（

）。

⑴　

組
織
的
・
機
能
的
・
人
的
分
離
（
有
価
証
券
取
引
法
三
三
条
三
ａ
項
一
文
）

　

助
言
料
型
投
資
助
言
を
提
供
す
る
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
助
言
料
型
投
資
助
言
を
専
業
と
す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
助
言
料

型
投
資
助
言
を
組
織
的
、
機
能
的
ま
た
は
人
的
に
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
う
ち
、
特
に
人
的
分
離
に
つ
い
て
は
、
兼
務
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り）
₅₅
（

、
専
業
で
な
い
小
規
模
な
有
価
証
券
サ
ー
ビ

ス
企
業
に
は
か
な
り
の
負
担
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₅₆
（

。

⑵　

販
売
準
則
の
整
備
（
有
価
証
券
取
引
法
三
三
条
三
ａ
項
二
文
）

　

一
般
的
に
投
資
助
言
を
行
う
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
助
言
に
係
る
投
資
の
売
上
、
量
ま
た
は
収
益
に
直
接
ま
た
は
間
接
に
関
係
す

る
原
則
ま
た
は
目
標
（
有
価
証
券
取
引
法
は
こ
れ
を
﹁
販
売
準
則
（V

ertriebsvorgabe

）﹂
と
定
義
し
て
い
る
）
を
、
顧
客
利
益
を
侵
害
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し
な
い
よ
う
な
形
で
確
立
し
、
実
施
し
お
よ
び
監
督
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
有
価
証
券
取
引
法
三
三
条
一
項
三
ａ
号
）
が
、
助
言
料
型

投
資
助
言
に
つ
い
て
の
販
売
準
則
は
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
顧
客
利
益
と
の
利
益
衝
突
を
生
じ
さ
せ
得
な
い
よ
う
に
構
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

　

顧
客
利
益
を
侵
害
し
な
い
と
い
う
規
範
よ
り
強
く
、
利
益
衝
突
状
況
を
作
り
出
さ
な
い
と
い
う
点
で
よ
り
強
い
規
律
が
な
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。
本
規
定
に
よ
り
、
助
言
料
を
、
顧
客
に
対
し
て
売
っ
た
量
や
支
払
い
に
応
じ
て
算
定
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
る）
₅₇
（

。

　

そ
し
て
、
こ
の
条
文
の
実
質
的
な
意
義
は
、
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
一
項
二
号
が
定
め
る
開
示
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
利
益
相
反
問
題
は

治
癒
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
助
言
料
型
投
資
助
言
に
つ
い
て
は
排
除
さ
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る）
₅₈
（

。
し
た
が
っ
て
、
先
の
よ
う
な
助
言
料

算
定
方
式
を
顧
客
に
開
示
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
方
式
で
の
助
言
料
の
徴
収
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

３　
「
助
言
料
型
投
資
助
言
者
」
等
の
標
識
の
保
護
（
有
価
証
券
取
引
法
三
六
ｄ
条
）

　

助
言
料
型
投
資
助
言
法
に
よ
り
、
有
価
証
券
取
引
法
三
六
ｄ
条
で
、﹁
助
言
料
型
投
資
助
言
者
﹂
等
の
標
識
は
、
助
言
料
型
投
資
助
言
者

登
録
制
度
に
登
録
し
た
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
以
外
の
者
が
用
い
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
で
き
な
く
な
っ
た
。
例
外
的
に
、
有
価
証
券
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
標
識
の
使
用
が
認
め
ら
れ
（
有
価
証
券
取
引
法
三
六
ｄ
条
二
項

一
文
）、
た
と
え
ば
、
利
益
保
護
団
体
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
適
用
除
外
は
稀
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₅₉
（

。

　

他
方
で
、法
文
上
は
﹁
助
言
料
型
助
言
者
（H

onorarberater

）﹂
と
い
う
標
識
は
禁
止
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

不
正
競
争
防
止
法
や
、
有
価
証
券
取
引
法
三
六
ｂ
条
に
よ
る
広
告
規
制
に
か
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
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４　

登
録
制
度
の
導
入
（
有
価
証
券
取
引
法
三
六
ｃ
条
）

⑴　

有
価
証
券
取
引
法
上
の
登
録
制
度

　

助
言
料
型
投
資
助
言
者
に
登
録
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
登
録
は
、
信
用
制
度
法
三
二
条
に
よ
る
投
資
助
言
に
係
る
有
効
な
許
可
を
有
し）
₆₀
（

、

上
記
２
の
態
勢
整
備
義
務
を
満
た
す
用
意
が
あ
る
こ
と
を
検
査
人
の
証
明
書
に
よ
り
証
明
し
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る
（
有
価
証
券
取
引
法
三

六
ｃ
条
二
項
）。
こ
の
登
録
が
、﹁
助
言
料
型
投
資
助
言
者
﹂
と
い
う
標
識
を
用
い
る
た
め
の
前
提
と
な
る
。

　

検
査
人
は
、
公
認
会
計
士
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
証
明
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
省
令
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

⑵　

登
録
の
実
態

　

連
邦
金
融
監
督
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
登
録
助
言
料
型
投
資
助
言
業
者
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る）
₆₁
（

。
二
〇
一
七
年
一
月
一
二
日
時
点

で
一
九
社
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

５　

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト

　

以
上
の
内
容
が
、
有
価
証
券
取
引
法
と
い
う
金
融
監
督
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
違
反
（
た
と
え
ば
、
誘
導
的
利
益
供
与
の
受
領
禁

止
違
反
）
に
対
し
て
は
、
第
一
次
的
に
は
課
徴
金
（
有
価
証
券
取
引
法
三
九
条
二
項
一
六
ｂ
号
）
と
い
う
行
政
制
裁
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
で
、
受
領
し
た
誘
導
的
利
益
供
与
の
顧
客
へ
の
速
や
か
な
引
き
渡
し
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｃ
項
二
号
）
が
民
事
上
の
請
求

権
と
し
て
顧
客
に
与
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
あ
る）
₆₂
（

。
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五

三　

改
定
金
融
商
品
市
場
指
令
国
内
法
化
法
案
の
動
向

１　

投
資
助
言
業
規
制
に
係
る
改
定
金
融
商
品
市
場
指
令
の
内
容

　

二
〇
一
四
年
に
Ｅ
Ｕ
の
改
定
金
融
商
品
市
場
指
令
（M

iF
ID

 II

：
以
下
、﹁
改
定
指
令
﹂
と
い
う
）
が
成
立
し
た
。
改
定
指
令
で
は
、
投

資
助
言
が
﹁
独
立
の
立
場
か
ら
（independent basis

）﹂
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
顧
客
に
提
示
し
た
場
合
に
、
包
括
的
市
場
分
析
義
務
と

金
融
商
品
の
発
行
者
・
供
給
者
等
か
ら
の
誘
導
的
利
益
供
与
の
受
領
の
禁
止
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
改
定
指
令
二
四
条
七
項
）。
す
な
わ
ち
、

改
定
指
令
二
四
条
七
項
で
は
、﹁
投
資
会
社
が
投
資
助
言
を
独
立
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
顧
客
に
伝
え
た
場
合
﹂
に
は
、
当
該
投
資
会
社
は
、

⒜
顧
客
の
投
資
目
的
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
金
融
商
品
の
タ
イ
プ
や
発
行
者
・
金
融
商
品
組
成
者
が
十
分
に
多
様
化
さ
れ
、

か
つ
、
当
該
投
資
会
社
と
密
接
に
関
係
す
る
主
体
に
よ
っ
て
発
行
・
組
成
さ
れ
た
金
融
商
品
に
限
定
さ
れ
な
い
、
市
場
に
お
い
て
利
用
可
能

な
金
融
商
品
の
十
分
な
範
囲
を
評
価
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
⒝
顧
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
関
し
て
第
三
者
又
は
第
三
者
の
た
め
に

行
為
す
る
者
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
ま
た
は
提
供
さ
れ
る
、
手
数
料
（fee

）、
歩
合
給
（com

m
ission

）
そ
の
他
の
金
銭
的
・
非
金
銭
的
な

便
益
を
受
領
し
保
持
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
⒝
の
場
合
、
顧
客
に
供
給
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
か
つ
、
そ
の
規
模
と
性
質
が
顧
客
の
最
善
の
利
益
に
適
う
行
動
を
す
る
投
資
会
社
の
義
務
の
遵
守
を
害
し
な
い
程
度
の
僅
少
な
非
金
銭

的
便
益
は
、
明
確
に
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
領
・
保
持
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
₆₃
（

。

　

改
定
指
令
と
ド
イ
ツ
の
現
行
規
制
と
は
、﹁
独
立
投
資
助
言
者
﹂
と
規
制
の
あ
り
方
と
し
て
軌
を
一
に
す
る）
₆₄
（

も
の
で
あ
り
つ
つ
も
、
細
部

で
は
異
な
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る）
₆₅
（

。
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規
制

六
六
六

２　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
改
定
指
令
国
内
法
化
の
動
向

　

改
定
指
令
は
、
一
定
期
間
内
に
加
盟
国
に
よ
り
国
内
法
化
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
期
限
を
前
に）
₆₆
（

、
ド
イ
ツ
で
は
、
改
定

指
令
の
国
内
法
化
の
た
め
の
草
案
が
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
六
年
九
月
三
〇
日
に
、
連
邦
財
務
省
（B

undesm
inisterium

 

der F
inanzen

）
は
、﹁
欧
州
立
法
に
基
づ
く
金
融
市
場
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
二
次
法
律
（Z

w
eite G

esetz zur N
ovellierung von 

F
inanzm

arktvorschriften aufgrund europäischer R
echtsakte

）﹂（
以
下
、﹁
第
二
次
金
融
市
場
改
正
法 （F

inanzm
arktnovellier-

ungsgesetz

）﹂
と
い
う
）
の
参
事
官
草
案
（R

eferentenentw
urf

）
）
₆₇
（

を
公
表
し
た）
₆₈
（

。

　

こ
の
第
二
次
金
融
市
場
改
正
法
の
参
事
官
草
案
（
以
下
、
単
に
﹁
参
事
官
草
案
﹂
と
い
う
）
は
、
有
価
証
券
取
引
法
の
枝
番
号
の
解
消
に

よ
る
条
文
番
号
の
繰
り
下
げ
を
伴
う
大
幅
な
改
正
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
参
事
官
草
案
が
提
案
す
る
法
改
正
の
内
容
を
簡

単
に
紹
介
す
る
。

　

現
行
有
価
証
券
取
引
法
三
三
条
の
組
織
義
務
の
う
ち
、
助
言
料
型
投
資
助
言
者
に
か
か
る
三
ａ
項
に
つ
い
て
は
、
六
九
条
七
項
と
し
て
存

続
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
参
事
官
草
案
一
条
七
一
号
ｆ
）。
ま
た
、﹁
助
言
料
型
投
資
助
言
﹂
等
の
標
識
保
護
に
か
か
る
現
行
有
価
証
券
取
引

法
三
六
ｄ
条
や
そ
の
登
録
制
度
に
か
か
る
三
六
ｃ
条
の
規
律
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
三
条
、
八
二
条
と
し
て
存
続
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
参
事
官

草
案
一
条
八
四
号
八
五
号
）

　

比
較
的
大
き
な
文
言
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
の
行
為
規
制
に
関
し
て
で
あ
る
。
助
言
料
型
投
資
助

言
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
開
示
義
務
（
現
行
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｂ
項
二
文
、
二
１
⑴
参
照
）
の
規
定
が
他
の
規

定
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
改
定
指
令
二
四
条
七
項
の
文
言
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
改
正）
₆₉
（

と
し
て
、
投
資
助
言
の
際

の
市
場
分
析
義
務
の
指
導
原
理
が
﹁
金
融
商
品
の
十
分
な
数
に
基
づ
き
﹂
か
ら
﹁
金
融
商
品
の
十
分
な
多
様
性
に
配
慮
﹂
と
い
う
文
言
へ
の

変
更
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
参
事
官
草
案
一
条
五
六
号
に
よ
り
提
案
さ
れ
る
有
価
証
券
取
引
法
改
正
案
五
五
条
一
二
項）
₇₀
（

）。
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日
本
法
へ
の
示
唆

　

本
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
ド
イ
ツ
の
法
制
が
わ
が
国
の
法
制
の
あ
り
方
に
与
え
る
示
唆
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
た
い
。

１　

顧
客
利
益
の
保
護
の
た
め
の
新
た
な
選
択
肢
導
入
の
有
用
性

　

冒
頭
に
も
述
べ
た
通
り
、
近
時
、
金
融
行
政
の
立
場
か
ら
も
、
貯
蓄
以
外
の
方
法
に
よ
る
資
産
形
成
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
投
資
商
品
の
開
発
、
販
売
、
運
用
、
資
産
管
理
そ
れ
ぞ
れ
に
携
わ
る
金
融
機
関
等
が
、
真
に
顧
客
の
利
益
の
た
め
に
行
動

し
、
質
の
高
い
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る）
₇₁
（

。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
販
売
会
社
に
よ
る
手
数
料
稼
ぎ
の
た
め
の
金
融
商
品
の
推
奨
が
問
題
視
さ
れ
る）
₇₂
（

な
ど
、
金
融
商
品
供
給
業
者

か
ら
の
手
数
料
収
入
の
存
在
が
、
販
売
会
社
の
﹁
ア
ド
バ
イ
ス
﹂
を
通
じ
て
結
果
的
に
投
資
家
の
利
益
に
な
ら
な
い
形
で
投
資
判
断
を
ゆ
が

め
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
何
ら
か
の
形
で
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
直
接
顧
客
に
応
接
す
る
販

売
会
社
等
に
、
金
融
商
品
供
給
業
者
か
ら
受
け
取
る
手
数
料
を
顧
客
に
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
顧
客
の
利
益
を
図
る
方
策
が
有
力
で
あ
る）
₇₃
（

も
の
の
、
本
稿
で
概
観
し
た
ド
イ
ツ
や
Ｅ
Ｕ
の
法
制
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
金
融
商
品
供
給
業
者
の
利
害
か
ら
独
立
し
た
立
場
の
業

者
を
明
確
に
区
別
し
て
規
律
し
、
そ
の
育
成
を
図
る
と
い
う
方
策
も
、
改
善
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）
₇₄
（

。

２　

競
争
を
実
際
に
生
じ
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
の
難
し
さ

　

ド
イ
ツ
の
助
言
料
型
投
資
助
言
法
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
従
来
型
投
資
助
言
と
助
言
料
型
投
資
助
言
と
い
う
二
つ
の
報
酬
形
態
に
よ
る
業
者

を
存
続
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
顧
客
に
選
ば
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
よ
り
良
い
投
資
助
言
の
あ
り
方
を
実
現
す
る
、
と
い
う
思
想
が
あ
る）
₇₅
（

。
こ
れ
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は
、
一
見
、
わ
が
国
に
お
け
る
株
式
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
態
に
関
し
て
い
わ
れ
る
﹁
制
度
間
競
争
﹂
に
類
似
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
も

っ
と
も
、
助
言
料
型
投
資
助
言
法
の
改
正
以
前
か
ら
、
助
言
料
型
投
資
助
言
と
い
う
形
態
は
可
能
で
あ
っ
た）
₇₆
（

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
法
の
狙

い
を
、
制
度
間
競
争
を
ゼ
ロ
か
ら
発
生
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
競
争
が
全
く
働
い
て
い
な
か
っ
た

状
況
で
、
圧
倒
的
多
数
が
採
る
選
択
肢
（
＝
手
数
料
型
投
資
助
言
）
の
有
力
な
競
争
相
手
と
な
る
べ
き
他
の
選
択
肢
（
＝
助
言
料
型
投
資
助

言
）
に
対
し
て
、
立
法
措
置
に
よ
り
当
該
他
の
選
択
肢
を
採
用
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
加
え
る
こ
と
で
、
制
度
の
利
用
者
に
当
該
他
の
選

択
肢
を
選
ば
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
助
言
料
型
投
資
助
言
法
に
よ
る
助
言
料
型
投
資
助
言
へ
の
立
法
的
な
﹁
肩
入
れ
﹂
と
も
い
う
べ
き
状
況
が
、
助
言
料
型

投
資
助
言
を
従
来
型
投
資
助
言
に
比
肩
す
る
ま
で
に
成
長
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
制
度
間
競
争
に
よ
り
﹁
社
会
的
に
望
ま
し
い
﹂
状
況
を

導
く
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
呈
さ
れ
て
い
る
。
現
に
、
助
言
料
型
投
資
助
言
法
成
立
後
も
、
銀
行
に
は
わ
ざ
わ
ざ
助
言
料
型
投
資
助
言
業
者

と
し
て
登
録
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₇₇
（

。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
立
法
に
際
し
て
は
、﹁
助
言
料
型
﹂
と
い
う
標
識
に
品
質
保
証
機
能
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な

標
識
の
付
与
に
よ
り
一
定
の
競
争
力
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
の
理
解
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
の
問
題
と
し
て
、

販
売
手
数
料
収
入
を
得
て
い
る
た
め
に
顧
客
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
を
し
て
い
な
か
っ
た
従
来
型
投
資
助
言
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
慣
れ

た
顧
客
の
側
か
ら
見
れ
ば
、﹁
助
言
料
﹂
の
形
で
出
費
を
強
い
ら
れ
る
（
よ
う
に
見
え
る
）
形
態
を
わ
ざ
わ
ざ
選
択
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る）
₇₈
（

。

　

こ
の
問
題
に
対
す
る
処
方
箋
と
し
て
、
改
定
指
令
が
提
唱
す
る
﹁
独
立
﹂
投
資
助
言
者
と
い
う
、﹁
助
言
料
型
﹂
よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

印
象
を
与
え
る
表
示
に
よ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
掲
げ
ら
れ
な
い
従
来
型
（
非
﹁
独
立
﹂）

投
資
助
言
者
に
不
利
に
働
く
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た）
₇₉
（

。
二
者
間
の
競
争
に
お
い
て
、
一
方
当
事
者
に
有
利
と
な
る
要
素
が
他
方
当
事
者
に
と
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っ
て
は
不
利
に
働
く
こ
と
は
必
然
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
改
定
指
令
の
提
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
で
は
な
お
﹁
助
言
料
型
﹂
投
資

助
言
と
い
う
表
示
に
よ
る
規
律
が
今
後
も
残
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
、
従
来
圧
倒
的
多
数
で
あ
っ
た
従
来
型
（
非
﹁
独
立
﹂）
投
資
助
言

に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
与
え
、
金
融
商
品
販
売
全
体
に
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と
へ
の
懸
念
が
、
選
択
肢
間
の
競
争
を
促
進
す
る
と
い
う
考
慮

よ
り
も
優
先
さ
れ
た
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
法
制
を
通
じ
て
、
優
勢
な
実
務
慣
行
と
は
異
な
る
選

択
肢
を
提
示
し
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
を
促
し
社
会
全
体
の
利
益
を
高
め
る
と
い
う
規
律
手
法
の
現
実
的
な
困
難
さ
を
物
語
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る）
₈₀
（

。

　

※
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
野
村
財
団
の
研
究
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

金
融
審
議
会
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
第
八
回
討
議
資
料
一
二
頁
。

（
2
）　

金
融
審
議
会
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
第
八
回
討
議
資
料
一
八
頁
。

（
3
）　H

enny M
üchler/U

w
e T

rafkow
ski, H

onoraranlageberatung: R
egulierungsvorhaben im

 deutschen und europäischen R
echt, Z

B
B

 2013, 101, 102.

（
4
）　B

egr.R
eg. B

T-D
rucks 17/12295, S.12.

（
5
）　2004/39/E

C
. 

と
り
わ
け
、
一
八
条
お
よ
び
一
九
条
に
お
い
て
利
益
相
反
に
関
す
る
規
制
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）　2006/73/E

C
. 

と
り
わ
け
、
そ
の
二
六
条
に
お
い
て
、
本
文
で
述
べ
る
ド
イ
ツ
有
価
証
券
取
引
法
三
一
ｄ
条
に
結
実
す
る
誘
導
的
利
益
供
与
規
制
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
7
）　W

pH
G

 31d

条
のZ

uw
endung

を
誘
導
的
利
益
供
与
と
意
訳
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
下
友
信
﹁
投
資
取
引
と
証
券
業
者
等
の
利
益
相
反
に
つ
い
て
の
説
明
義
務
﹂
早

川
勝
ほ
か
編
﹃
ド
イ
ツ
会
社
法
・
資
本
市
場
法
研
究
﹄（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
六
年
）
二－

二
四
頁
に
依
拠
し
て
い
る
（
そ
の
語
感
に
関
し
て
、
と
り
わ
け
同
論
文
三
頁
注

４
参
照
）。

（
8
）　

有
価
証
券
取
引
法
三
一
ｄ
条
の
条
文
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
山
下
・
前
掲
注
７
・
三－
四
頁
参
照
。

（
9
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3), S.102.

（
10
）　

両
号
が
適
用
除
外
の
た
め
の
累
積
的
要
件
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、Just/V

oß
/R

itz/B
ecker, W

ertpapierhandelgesetz K
om

m
entar , 2015, §31d R

n.27.



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

三
三
八

ド
イ
ツ
の
独
立
投
資
助
言
者
規
制

六
七
〇

（
11
）　

有
価
証
券
取
引
法
三
一
ｄ
条
四
項
の
削
除
に
つ
き
、
政
府
草
案
理
由
書
で
は
、
同
項
に
よ
る
推
定
は
反
証
に
よ
り
覆
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
Ｅ
Ｕ

法
（
注
５
お
よ
び
注
６
参
照
）
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
推
定
を
設
け
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（B

T-D
rucks. 

17/3628, S.22

）。
同
項
に
よ
る
推
定
が
働
く
た
め
の
要
件
で
あ
る
投
資
助
言
の
不
偏
性
の
基
準
が
、
実
質
的
に
は
有
価
証
券
取
引
法
三
一
ｄ
条
一
項
一
文
一
号
と
重
な
っ
て

い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
（Schw

ark/Z
im

m
er/ K

och
, K

apitalm
arltrechtskom

m
entar, 4. A

ufl., 2010 , W
pH

G
 §31d R

n.61.

（
12
）　

販
売
業
者
が
受
け
取
る
手
数
料
を
含
め
た
利
益
相
反
に
関
す
る
説
明
義
務
を
め
ぐ
る
民
事
判
例
の
分
析
と
し
て
、
山
下
・
前
掲
注
７
・
五－

二
二
頁
参
照
。

（
13
）　

有
価
証
券
取
引
法
上
の
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
対
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
有
価
証
券
取
引
法
上
の
態
勢
整
備
義
務
（
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
以
下
）
の
内
容
の
詳
細

を
示
す
﹁
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
対
す
る
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
以
下
に
基
づ
く
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
能
及
び
詳
細
な
行
為
義
務
、
態
勢
整
備
義
務
及
び
透
明
性
義

務
に
つ
い
て
の
最
小
要
請
（M

indestanforderungen an die C
om

pliance-F
unktionen und die w

eiteren V
erhaltens- O

rganisations- und T
ransparenzpflichten 

nach §§ 31 ff. W
pH

G
 für W

ertpapierdienstleistungsunternehm
en: M

aC
om

p

）﹂
と
い
う
通
達
のA

T8.2.1

お
よ
び8.2.2

で
は
、
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
受
領

し
た
誘
導
的
利
益
供
与
に
つ
い
て
内
部
的
に
一
覧
表
を
作
成
し
、
連
邦
金
融
監
督
庁
（B

undesanstalt für F
inanzdienstleisutngsausicht: B

aF
in

）
等
の
監
督
官
庁
の

事
後
的
な
検
査
等
の
資
料
と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
有
価
証
券
取
引
法
三
四
条
お
よ
び
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
・
行
為
・
態
勢
省
令
一
四
条
も
参
照
）。

（
14
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.105.

（
15
）　B

undesm
inisterium

 für E
rnährung, L

andw
irtschaft und V

erbraucherschutz 

（im
 folgenden: B

M
E

LV

）, E
ckpunkte für eine gesetzliche R

egelung 

des B
erufsbildes der H

onorarberatung, abrufbar unter http://w
w

w
.bm

el.de/SharedD
ocs/D

ow
nloads/V

erbraucherschutz/F
inanzenV

ersicherungen/

E
ckpunktH

onorarberatung.pdf?__blob=
publicationF

ile

（
16
）　B

M
E

LV, a.a.O
. （F

n.15

）, S.2.

（
17
）　

さ
ら
に
、
金
融
助
言
者
に
関
し
て
は
、
投
資
・
保
険
・
ロ
ー
ン
の
三
つ
の
製
品
領
域
の
協
働
作
用
（Z

usam
m

enw
irken

）
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

（
18
）　B

M
E

LV, a.a.O
. （F

n.15

）, S.3.

（
19
）　B

M
E

LV, a.a.O
. （F

n.15

）, S.4.

（
20
）　

B
T

-D
ru

cks. 17/6051, S
.62 

（S
tellu

n
gn

ah
m

e d
es B

u
n

d
esrates zu

m
 R

egieru
n

gsen
tw

u
rf d

es G
esetz zu

r N
ovellieru

n
g d

es F
in

an
zverm

ittler- u
n

d 

V
er m

ögensanlagenrechts, N
r. 17

）

（
21
）　B

T-D
rucks. 17/6051, S.65 （G

egenäuß
erung der B

undesregierung zur Stellungnahm
e des B

undesrates, zu N
r. 17

）

（
22
）　

助
言
料
型
投
資
助
言
法
で
は
、
本
文
に
挙
げ
た
有
価
証
券
取
引
法
の
改
正
の
ほ
か
、
行
政
の
許
可
を
必
要
と
す
る
事
業
類
型
を
定
め
る
営
業
規
則
（G

ew
erbeordung: 



（　
　
　

）

ド
イ
ツ
の
独
立
投
資
助
言
者
規
制

同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

三
三
九

六
七
一

G
ew

O

）
の
改
正
に
よ
り
助
言
料
型
金
融
投
資
助
言
者
（H

onorar-F
inanzanlageberater

）
に
対
す
る
許
可
義
務
（E

rlaubnispflicht

）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
（G

ew
O34h

条
）
が
、
本
稿
で
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

（
23
）　

有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｂ
項
の
条
文
の
文
言
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

﹁
①
投
資
助
言
を
行
う
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
顧
客
に
対
し
、
助
言
の
開
始
及
び
助
言
契
約
の
締
結
の
前
の
適
時
に
、
理
解
し
や
す
い
形
式
で
、
投
資
助
言
が
助
言

料
型
投
資
助
言
と
し
て
行
わ
れ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
義
務
を
負
う
。
②
投
資
助
言
が
助
言
料
型
投
資
助
言
と
し
て
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
顧
客
は
、
投
資

助
言
に
関
連
し
た
誘
導
的
利
益
供
与
（Z

uw
endung

）
が
第
三
者
か
ら
受
け
取
り
又
は
保
持
さ
れ
て
よ
い
の
か
に
つ
い
て
情
報
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂

（
24
）　E

ntw
urf eines G

esetzes zur F
örderung und R

egulierung einer H
onorarberatung über F

inanzinstrum
ente, B

T-D
rucks 17/12295, S.7ff.

（
25
）　

政
府
草
案
の
場
合
、
助
言
料
型
投
資
助
言
で
あ
る
旨
の
通
知
は
、
顧
客
に
請
求
す
る
報
酬
の
合
意
に
よ
り
達
せ
ら
れ
る
と
い
う
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
た
（M

üchler/

T
rafkow

ski, a.a.O
. 

（F
n.3

）, S.107

）。
要
す
る
に
、
こ
の
規
定
（
助
言
料
型
で
あ
る
こ
と
の
情
報
提
供
義
務
）
に
よ
っ
て
も
、
従
前
と
取
り
扱
い
は
何
も
変
え
な
く
て
よ
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
26
）　B

T-D
rucks 17/13131, S.6.

（
27
）　P

reuß
e/Z

ingel, W
ertpapierdienstleistungs-V

erhaltens- und O
rganisationsverordnung K

om
m

entar , E
rich Schm

idt V
erlag, 2015, §5 R

n.115. 

こ
の
ほ

か
、
顧
客
が
普
段
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
る
場
合
で
あ
れ
ば
電
子
メ
ー
ル
で
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
（P

reuß
e/Z

ingel, a.a.O
.

）。

（
28
）　

有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｃ
項
の
条
文
の
文
言
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

﹁
①
投
資
助
言
を
助
言
料
型
投
資
助
言
と
し
て
行
う
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、

　
　
　

1.　

そ
の
推
奨
を
、
以
下
の
諸
点
を
踏
ま
え
て
市
場
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
の
十
分
な
数
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　

a）　

そ
の
種
類
及
び
販
売
者
（A

nbieter

）
又
は
発
行
者
に
関
し
て
十
分
に
分
散
さ
れ
た
金
融
商
品
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　

b）　

当
該
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
又
は
そ
の
他
の
方
法
で
経
済
的
な
関
わ
り
合
い
（V

erflechtung

）
が
存
す
る
販
売
者
若
し
く
は
発
行
者
に

限
ら
れ
な
い
金
融
商
品
で
あ
る
こ
と
；
同
様
の
こ
と
は
、
販
売
者
又
は
発
行
者
が
当
該
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
自
身
で
あ
る
よ
う
な
金
融
商
品
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る

　
　
　

2.　

助
言
料
型
投
資
助
言
を
顧
客
か
ら
の
み
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
助
言
料
型
投
資
助
言
に
関
し
て
、
一
切
の
非
金
銭
的
な
誘
導
的
利
益
供
与
（nicht 

m
onetäre Z

uw
endung

）
を
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
で
は
な
く
又
は
顧
客
か
ら
そ
れ
︹
＝
非
金
銭
的
な
誘
導
的
利
益
供
与
︺
を
委
託
さ
れ
た
の
で
は
な
い
第
三
者
か
ら
受

領
し
て
は
な
ら
な
い
。
金
銭
に
よ
る
誘
導
的
利
益
供
与
は
、
推
奨
さ
れ
た
金
融
商
品
又
は
同
様
の
方
法
で
適
切
な
金
融
商
品
が
誘
導
的
利
益
供
与
な
し
で
は
入
手
可
能
で
な
い

場
合
に
の
み
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
銭
に
よ
る
誘
導
的
利
益
供
与
は
、
こ
の
場
合
、
受
領
後
遅
滞
な
く
、
か
つ
、
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
（ungem

indert

）
顧
客
に
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

三
四
〇

ド
イ
ツ
の
独
立
投
資
助
言
者
規
制

六
七
二

支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
租
税
及
び
公
課
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
規
定
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。

　
　
　

②
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
投
資
助
言
に
つ
い
て
の
要
請
が
妥
当
す
る
。﹂

（
29
）　

こ
こ
で
は
、
投
資
期
間
や
中
途
で
の
償
還
可
能
性
な
ど
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
（V

gl. Just/V
oß

/R
itz/B

ecker, a.a.O
. （F

n.10

）, §31 R
n.518

）

（
30
）　P

reuß
e/Z

ingel, a.a.O
. （F

n.27

）, §5b R
n.8.

（
31
）　

有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
・
行
為
・
態
勢
省
令
五
ｂ
条
は
、
以
下
の
よ
う
な
条
文
で
あ
る
。

　
　
　

﹁
①
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｃ
項
一
文
の
意
味
の
、
市
場
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
の
十
分
な
数
は
、
容
認
し
う
る
出
費
（vertretbarer A

ufw
and

）

に
よ
っ
て
利
用
可
能
で
あ
る
よ
う
な
市
場
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
、
及
び
、
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
項
二
文
の
意
味
で
当
該
顧
客
に
適
し
た
金
融
商
品
の

数
量
と
の
関
連
で
（in B

ezug auf

）
決
せ
ら
れ
る
。
②
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
そ
の
推
奨
を
基
礎
付
け
る
選
択
が
金
融
商
品
の
様
々
な
種
類
及
び
そ
の
提
供
者
又
は

発
行
者
に
関
し
て
相
当
な
分
散
を
示
す
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
金
融
商
品
の
種
類
に
関
す
る
分
散
は
、
た
と
え
ば
、
金
融
商
品
が
以
下
の
点
に
関
し
て
異
な

っ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
存
在
し
う
る

　
　
　

－

機
能
の
仕
方
若
し
く
は
構
造
（A

usstattung

）

　
　
　

－

金
融
商
品
と
結
び
つ
い
た
リ
ス
ク
の
種
類
若
し
く
は
範
囲
、
又
は
、

　
　
　

－

投
資
に
伴
う
費
用
﹂

（
32
）　

保
険
契
約
法
六
〇
条
一
項
は
、
以
下
の
よ
う
な
条
文
で
あ
る
。

　
　
　

﹁
①
保
険
仲
立
人
は
、
そ
の
助
言
を
、
ど
の
保
険
契
約
が
保
険
契
約
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
の
に
適
し
て
い
る
か
を
専
門
的
見
地
か
ら
推
奨
で
き
る
程
度
に
十
分
な
数
の
、

市
場
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
保
険
契
約
及
び
保
険
者
を
基
礎
と
し
た
も
の
と
す
る
義
務
を
負
う
。
②
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
個
別
の
事
案
に
お
い
て
、
保
険
契
約
者
が
契
約

の
意
思
表
示
を
な
す
前
に
、
保
険
契
約
者
に
対
し
、
保
険
者
又
は
契
約
の
選
択
に
制
限
の
あ
る
こ
と
が
明
示
的
に
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
妥
当
し
な
い
。﹂

（
33
）　L

angheid/W
andt/ R

eiff, M
ünchener K

om
m

entar V
V

G
, 2010, §60 R

n.17.

（
34
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. (F

n.3), S.108; Just/V
oß

/R
itz/B

ecker, a.a.O
. (F

n.10), §31 R
n.516a.

（
35
）　Just/V

oß
/R

itz/B
ecker, a.a.O

. （F
n.10

）, §31 R
n.516. 

こ
れ
は
、
助
言
料
型
投
資
助
言
法
に
伴
う
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
・
行
為
・
態
勢
省
令
の
改
正
時
の
連
邦
財
務
省
に

よ
る
解
説
（E

rläuterung zur zw
eiten V

erordnung zur Ä
nderung der W

ertpapier- dienstleistungs-V
erhaltens- und O

rganisationsverordnung （https://

w
w

w
.bafin.de/SharedD

ocs/D
ow

nloads/D
E

/A
ufsichtsrecht/dl_2.w

pdverov_erlaeuterungen.pdf?__blob=
publicationF

ile&
v=4

：
二
〇
一
六
年
二
月
一
日
最

終
訪
問
））
に
よ
り
示
さ
れ
た
考
え
方
で
あ
る
。
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ド
イ
ツ
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独
立
投
資
助
言
者
規
制

同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

三
四
一

六
七
三

（
36
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. 

（F
n.3

）, S.108.

も
っ
と
も
、
か
か
る
合
意
は
民
事
責
任
を
軽
減
す
る
要
素
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
合
意
が
民
法
一

三
一
条
違
反
に
よ
り
無
効
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
方
も
あ
る
。

（
37
）　

B
egr. R

egE
, B

T-D
rucks 17/12295, S.15.

（
38
）　Stellungnahm

e des B
undesrat, B

T-D
rucks 17/12295, S.22.

（
39
）　G

egenäuß
erung der B

undesregierung, B
T-D

rucks 17/12295, S.25.

（
40
）　G

egenäuß
erung der B

undesregierung, B
T-D

rucks 17/12295, S.25.

（
41
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.102.

（
42
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.108.

（
43
）　B

G
H

Z
 170, 226.

（
44
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.109.

（
45
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3
）, S.109.

（
46
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3
）, S.109.

（
47
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.109.

（
48
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.109.

（
49
）　

有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
四
ｄ
項
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
言
で
あ
る
。

　
　
　

﹁
①
販
売
者
又
は
発
行
者
が
当
該
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
自
身
で
あ
る
か
、
又
は
、
当
該
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
若
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で

経
済
的
な
関
わ
り
合
い
（V

erflechtung

）
が
存
す
る
者
で
あ
る
よ
う
な
助
言
料
型
投
資
助
言
に
係
る
金
融
商
品
に
つ
い
て
の
取
引
の
締
結
の
推
奨
の
際
に
は
、
当
該
有
価
証

券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
顧
客
に
対
し
、
推
奨
の
前
の
適
時
に
理
解
し
や
す
い
形
式
で
、
以
下
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　

1.　

自
ら
が
当
該
金
融
商
品
の
販
売
者
又
は
発
行
者
で
あ
る
こ
と
、

　
　
　

2.　

販
売
者
若
し
く
は
発
行
者
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
又
は
そ
の
他
の
方
法
で
経
済
的
な
関
わ
り
合
い
が
存
す
る
こ
と
、
及
び

　
　
　

3. 　

自
己
の
収
益
利
害
の
存
在
又
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
若
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で
経
済
的
な
関
わ
り
合
い
の
あ
る
発
行
者
若
し
く
は
販
売
者
の
取
引
締
結
に
つ
い
て
の

利
害

　
　

② 

有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、そ
の
助
言
料
型
投
資
助
言
に
係
る
取
引
締
結
を
、自
己
の
計
算
で
確
定
（fest

）
又
は
特
定
（bestim

m
t

）
価
格
に
よ
る
顧
客
と
の
取
引
（
以



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

三
四
二

ド
イ
ツ
の
独
立
投
資
助
言
者
規
制

六
七
四

下
、﹁
確
定
価
格
取
引
（F

estpreisgeschäft

）﹂
と
い
う
）
と
し
て
遂
行
し
て
は
な
ら
な
い
。
③
除
外
さ
れ
る
の
は
、
販
売
者
又
は
発
行
者
が
当
該
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企

業
自
身
で
あ
る
金
融
商
品
に
お
け
る
確
定
価
格
取
引
で
あ
る
。﹂

（
50
）　

Schw
intow

ski, B
ankrecht, 4.A

ufl., 2014, §19 R
n.28.

（
51
）　Schw

intow
ski, a.a.O

. （F
n.50

）, §19 R
n.28.

（
52
）　B

egr. R
egE

, B
T-D

rucks 17/12295, S.15.

（
53
）　B

egr. R
egE

, B
T-D

rucks 17/12295, S.15.

（
54
）　

有
価
証
券
取
引
法
三
三
条
三
ａ
項
は
、
以
下
の
よ
う
な
条
文
で
あ
る
。

　
　
　

﹁
①
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
も
っ
ぱ
ら
助
言
料
型
投
資
助
言
を
提
供
す
る
か
、
助
言
料
型
投
資
助
言
を
組
織
的
、
機
能
的
又
は
人
的
に
そ
の
他
の
投
資
助
言
と
分
離

し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
助
言
料
型
投
資
助
言
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
助
言
料
型
投
資
助
言
に
つ
い
て
の
第
一
項
第
三
ａ
号
の
意
味

の
販
売
準
則
を
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
顧
客
利
益
と
の
利
益
衝
突
を
生
じ
さ
せ
得
な
い
よ
う
に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
助
言
料
型
投
資
助
言
を
提
供
す
る
有

価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
上
に
お
い
て
、
助
言
料
型
投
資
助
言
を
本
店
お
よ
び
ど
の
国
内
支
店
で
提
供
し
て
い
る
か
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。﹂

（
55
）　Just/V

oß
/R

itz/B
ecker, a.a.O

. （F
n.10

）, §33 R
n.103.

（
56
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.110.

（
57
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.111.

（
58
）　Just/V

oß
/R

itz/B
ecker, a.a.O

. （F
n.10

）, §33 R
n.104.

（
59
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.110.

（
60
）　

外
国
法
人
の
場
合
、
支
店
に
係
る
許
可
（
信
用
制
度
法
五
三
ｂ
条
一
項
一
文
二
文
）
を
要
す
る
。

（
61
）　https://portal.m

vp.bafin.de/database/H
A

B
Info/

（
62
）　

近
時
の
判
例
（
リ
ー
マ
ン
判
決
）
は
、
監
督
法
と
私
法
と
の
厳
格
な
完
全
を
示
唆
し
、﹁
監
督
法
上
の
規
定
は
、
通
常
は
、
私
法
上
評
価
さ
れ
る
べ
き
投
資
助
言
者
の
責
任

を
限
定
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
拡
張
す
る
こ
と
も
な
い
﹂
と
す
る
（C

arsten H
erresthal, „D

ie vertragsrechtlichen F
olgen der H

onoraranlageberatung nach 

dem
 W

pH
G

”, W
M

 2014, 773, 776

）。

（
63
）　

欧
州
レ
ベ
ル
で
は
、
二
〇
一
〇
年
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
（E

uropean C
om

m
ission, R

eview
 of the M

arket in F
inancial Instrum

ents D
irective 
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ド
イ
ツ
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独
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投
資
助
言
者
規
制

同
志
社
法
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六
九
巻
二
号�

三
四
三

六
七
五

（M
IF

ID

）. 8. D
ec. 2010, （http://ec.europa.eu/internal_m

arket/consultations/docs/2010/m
ifid/consultation_paper_en.pdf

）, p.60

）
が
出
さ
れ
、そ
こ
で
は
、

誘
導
的
利
益
供
与
規
制
の
見
直
し
の
要
否
、
誘
導
的
利
益
供
与
に
つ
い
て
の
受
領
可
能
な
要
件
の
見
直
し
な
ど
が
問
題
提
起
さ
れ
て
い
た
。

（
64
）　

改
定
指
令
と
ド
イ
ツ
法
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
﹁
リ
テ
ー
ル
向
け
金
融
商
品
販
売
の
見
直
し
（R

etail D
istribution R

eview
: R

D
R

）﹂
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
Ｒ
Ｄ
Ｒ
を
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
小
林
雅
史
﹁
英
国
に
お
け
るR

etail D
istribution R

eview

に
よ
る
金
融
商
品
販
売
規
制
に
つ
い
て
﹂
保
険
学
雑
誌

六
二
一
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
一－

一
三
一
頁
、
田
中
健
太
郎
﹁
英
国
リ
テ
ー
ル
金
融
業
界
に
構
造
改
革
を
迫
る
Ｒ
Ｄ
Ｒ
﹂
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
一
三
年
春

号
Ｗ
ｅ
ｂ
掲
載
版
（http://w

w
w

.nicm
r.com

/nicm
r/report/repo/2013/2013spr03w

eb.pdf

）。

（
65
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. 

（F
n.3

）, S.106; C
arsten H

erresthal, „D
ie vertragsrechtlichen F

olgen der H
onoraranlageberatung nach dem

 W
pH

G
”, 

W
M

 2014, 773. 

従
っ
て
、M

iF
ID

 II

の
制
定
が
見
え
て
い
る
中
で
、
ド
イ
ツ
が
独
自
の
国
内
規
律
を
設
け
る
こ
と
は
実
務
的
な
負
担
を
増
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
批
判
の
声

も
上
が
っ
て
い
た
（M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
.

）。

（
66
）　

当
初
の
予
定
と
し
て
、
改
定
指
令
九
三
条
一
項
で
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
三
日
ま
で
に
国
内
法
化
す
る
法
案
を
公
示
し
、
二
〇
一
七
年
一
月
三
日
ま
で
に
重
要
な
措
置
を
適

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
三
日
ま
で
に
完
全
実
施
と
さ
れ
て
い
る
。

（
67
）　

B
u

n
d

esm
in

isteriu
m

 d
er F

in
an

zen
, E

n
tw

u
rf ein

es Z
w

eiten
 G

esetzes zu
r N

ovellieru
n

g von
 F

in
an

zm
arktvorsch

riften
 au

fgru
n

d
 eu

rop
äisch

er 

R
ech

tsakte 

（2. F
in

an
zm

arktn
ovellieru

n
gsgesetz

）, （h
ttp

://w
w

w
.b

u
n

d
esfin

an
zm

in
isteriu

m
.d

e/C
on

ten
t/D

E
/D

ow
n

load
s/G

esetze/2016-07-20-

F
M

SA
N

euO
G

.pdf?__blob=
publicationF

ile&
v=3

）

（
68
）　

ま
ず
、
当
初
設
定
さ
れ
て
い
た
二
〇
一
七
年
一
月
の
改
定
指
令
の
完
全
実
施
に
向
け
て
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
八
日
に
、
連
邦
財
務
省
は
、﹁
欧
州
立
法
に
基
づ
く
金
融

市
場
規
定
の
改
正
に
関
す
る
法
律
（G

esetzes zur N
ovellierung von F

inanzm
arktvorschriften aufgrund europäischer R

echtsakte

）﹂（
以
下
、﹁
金
融
市
場
改

正
法 （F

inanzm
arktnovellierungsgesetz

）﹂
と
い
う
）
の
参
事
官
草
案
（B

undesm
inisterium

 der F
inanzen, E

ntw
urf eines G

esetzes zur N
ovellierung von 

F
in

an
zm

arktvorsch
riften

 au
fgru

n
d

 eu
rop

äisch
er R

ech
tsakte 

（F
in

an
zm

arktn
ovellieru

n
gsgesetz

）, （h
ttp

://w
w

w
.b

u
n

d
esfin

an
zm

in
isteriu

m
.d

e/

C
o

n
te

n
t/D

E
/D

o
w

n
lo

ad
s/G

e
se

tze
/2015

-10
-19

-n
o

ve
llie

ru
n

g
-fin

an
zm

ark
tvo

rsch
rifte

n
-au

fg
ru

n
d

-e
u

ro
p

ae
isch

e
r-re

ch
tsak

te
.p

d
f?_

_

blob=
publicationF

ile&
v=2

））
を
公
表
し
た
。
同
法
案
は
、Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
改
定
指
令
や
市
場
濫
用
行
為
規
則
（R

egulation （E
U

） N
o 596/2014

）
の
制
定
を
受
け
て
、

そ
れ
ら
の
国
内
法
化
や
国
内
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、改
定
指
令
の
国
内
法
化
期
限
の
延
期
に
伴
い
、金
融
市
場
改
正
法
は
、

市
場
濫
用
行
為
規
則
等
の
国
内
法
化
等
の
み
を
行
う
﹁
欧
州
立
法
に
基
づ
く
金
融
市
場
規
定
の
改
正
の
た
め
の
第
一
次
法
律
（R

egierungsentw
urf eines E

rsten 

G
esetzes zur N

ovellierung von F
inanzm

arktvorschriften auf G
rund europäischer R

echtsakte

）﹂（
以
下
、﹁
第
一
次
金
融
市
場
改
正
法
（1. F

iM
aN

oG

）﹂
と
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六
九
巻
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三
四
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ド
イ
ツ
の
独
立
投
資
助
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者
規
制

六
七
六

い
う
）
と
し
て
二
〇
一
六
年
六
月
三
〇
日
に
公
布
さ
れ
て
い
る
。

（
69
）　B

undesfinanzm
inisterium

, a.a.O
. （F

n.67

）, S.309.
（
70
）　

改
正
後
の
有
価
証
券
取
引
法
五
五
条
一
二
項
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

﹁
①
助
言
料
型
投
資
助
言
を
行
う
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、

　
　
　
　
　

1. 　

助
言
に
際
し
て
、
以
下
の
事
項
を
備
え
た
、
市
場
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
の
十
分
な
多
様
性
（ausreichende P

alette

）
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、

　
　
　
　
　
　

a）　

種
類
及
び
販
売
者
（A

nbieter

）
又
は
発
行
者
に
関
し
て
十
分
分
散
さ
れ
た
（gestreut

）
も
の
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　

b） 　

当
該
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
自
身
が
発
行
し
販
売
し
、
又
は
、
発
行
者
若
し
く
は
販
売
者
が
当
該
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
関
係

に
あ
り
若
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で
そ
れ
に
よ
り
助
言
の
独
立
性
が
危
殆
化
し
う
る
ほ
ど
に
密
接
な
法
的
若
し
く
は
経
済
的
な
関
係
を
持
つ
よ
う
な
金
融
商
品
に

限
定
さ
れ
な
い
こ
と

　
　
　
　
　

2. 　

助
言
料
型
投
資
助
言
を
顧
客
か
ら
の
み
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
助
言
料
型
投
資
助
言
に
関
し
て
、
一
切
の
非
金
銭
的
な
誘
導
的
利
益
供
与
、
当
該

サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
で
は
な
く
又
は
顧
客
か
ら
そ
れ
︹
非
金
銭
的
な
誘
導
的
利
益
供
与
︺
を
委
託
さ
れ
た
の
で
は
な
い
第
三
者
か
ら
受
領
し
て
は
な
ら
な
い
。
金
銭
に

よ
る
誘
導
的
利
益
供
与
は
、
推
奨
さ
れ
た
金
融
商
品
又
は
同
様
の
方
法
で
適
切
な
金
融
商
品
が
金
銭
に
よ
る
誘
導
的
利
益
供
与
な
し
で
は
入
手
可
能
で
な
い
場
合
に

の
み
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
銭
に
よ
る
誘
導
的
利
益
供
与
は
、
こ
の
場
合
、
合
理
的
裁
量
に
従
い
可
能
な
限
り
受
領
後
速
や
か
に
、
か
つ
、
全
て
の
範
囲
に

わ
た
っ
て（in vollem

 U
m

fang

）顧
客
に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、租
税
及
び
公
課
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
規
定
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。

有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
顧
客
に
対
し
て
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
に
よ
る
誘
導
的
利
益
供
与
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

②
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
投
資
助
言
に
つ
い
て
の
要
請
が
妥
当
す
る
。﹂

（
71
）　

金
融
庁
﹁
平
成
二
七
事
務
年
度
金
融
レ
ポ
ー
ト
﹂（
平
成
二
八
年
九
月
）
五
九
頁
。

（
72
）　

金
融
庁
﹁
平
成
二
七
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
﹂（
平
成
二
七
年
九
月
）
三
頁
。

（
73
）　

投
資
性
保
険
商
品
の
銀
行
窓
口
で
の
販
売
の
際
に
販
売
者
に
支
払
わ
れ
る
手
数
料
収
入
の
開
示
に
つ
き
、
金
融
財
政
事
情
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
四
︱
三
一
日
号
二
七
頁
参

照
。

（
74
）　

こ
の
点
に
関
し
、﹁
発
行
者
の
た
め
に
、
有
価
証
券
を
顧
客
に
取
得
さ
せ
る
意
図
ま
た
は
目
的
等
を
も
っ
て
当
該
有
価
証
券
の
商
品
内
容
等
を
説
明
す
る
場
合
は
、
有
価
証

券
の
募
集
ま
た
は
私
募
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
と
し
て
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
ま
た
は
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
に
該
当
す
る
﹂
と
さ
れ
、
た
と
え
ば
、﹁
具
体
的
な
有
価
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三
四
五

六
七
七

証
券
の
商
品
内
容
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
発
行
者
等
か
ら
顧
客
に
よ
る
当
該
有
価
証
券
の
取
得
と
連
動
し
て
支
払
わ
れ
る
報
酬
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
受
け
取
っ
て
い
る

場
合
﹂
は
、
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
ま
た
は
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
の
が
行
政
解
釈
で
あ
る
（
平
成
二
八
年
九
月
﹁
金
融
商
品
取
引
業
者

等
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
﹂
Ⅶ
︱
２－

１－

１
（
注
）
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
上
記
行
政
解
釈
が
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
第
一
種
金
融
商
品
取
引

業
ま
た
は
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
で
は
な
く
投
資
助
言
業
と
し
て
の
登
録
の
み
を
受
け
た
者
は
、
発
行
者
等
の
利
害
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
と
一
応
は
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
わ
が
国
の
法
制
上
、
投
資
助
言
業
者
に
は
特
別
の
善
管
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
が
課
さ
れ
て
お
り
（
金
商
法
四
一
条
以
下
）、
少
な
く
と
も
法
形

式
上
は
顧
客
利
益
を
優
先
さ
せ
る
枠
組
み
に
は
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
投
資
助
言
・
代
理
業
者
に
よ
る
多
数
の
法
令
違
反
事
例
や
不
適
切
事
例
が
存
在
し
、
そ
の
多

く
で
自
己
の
営
業
上
の
利
益
の
み
を
優
先
し
た
業
務
運
営
が
行
な
わ
れ
て
い
る
（
古
澤
知
之
ほ
か
﹃
逐
条
解
説
二
〇
一
一
年
金
融
商
品
取
引
法
改
正
﹄（
商
事
法
務
、
二
〇
一

一
年
）
八
一
頁
参
照
）
の
だ
と
す
れ
ば
、
投
資
助
言
業
登
録
の
拒
否
事
由
の
追
加
（
平
成
二
三
年
改
正
後
金
商
法
二
九
条
の
四
第
一
項
一
号
ニ
）
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
よ
り
抜

本
的
な
顧
客
保
護
の
た
め
の
方
策
が
検
討
さ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
利
益
相
反
管
理
が
厳
格
な
投
資
助
言
者
と
そ
う
で
な
い
業
者
と
を
区
分
し
て
、
顧
客

が
そ
れ
ぞ
れ
好
ま
し
い
と
考
え
る
業
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
基
づ
き
投
資
判
断
を
行
う
と
い
う
ド
イ
ツ
や
Ｅ
Ｕ
の
枠
組
み
も
あ
り
え
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
75
）　V

gl. M
üchler/T

rafkow
ski, a.a.O

. （F
n.3

）, S.105.

（
76
）　V

gl. M
üchler/T

rafkow
ski, a.a.O

. （F
n.3
）, S.105.

（
77
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.106.

（
78
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.106.

（
79
）　M

üchler/T
rafkow

ski, a.a.O
. （F

n.3

）, S.106 F
n.71.

（
80
）　

近
時
、F

inTech

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
比
較
的
小
規
模
の
投
資
で
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
参
入

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
技
術
の
進
展
が
、
強
固
な
実
務
慣
行
を
変
容
さ
せ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
清
田
瞭
﹁
利
用
者
目
線
の
追
求
と
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
﹂
金
融
財
政
事
情
二
〇
一
六
年
四
月
二
五
日
号
三
頁
で
は
、F

inTech

の
一
つ
の
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
、
そ
の
中
立
性
が

個
人
投
資
家
に
評
価
さ
れ
資
金
の
流
れ
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
旨
を
述
べ
る
）。
こ
の
よ
う
な
動
向
に
鑑
み
れ
ば
、
新
た
な
選
択
肢
の
提
示
は
技
術
革
新
が
担
う
べ
き
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
阻
害
す
る
法
制
が
あ
れ
ば
除
去
す
る
こ
と
は
と
も
か
く
、
特
定
の
選
択
肢
に
対
し
て
法
制
が
肩
入
れ
す
る
こ
と
を
通
じ
て
競
争
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
手
法

に
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
後
注
）
脱
稿
後
の
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
一
日
に
、
連
邦
財
務
省
よ
り
第
二
次
金
融
市
場
改
正
法
の
政
府
草
案
（R

egierungsentw
urf

）
が
公
表
さ
れ
、
法
案
と
し
て
二
〇
一
七
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ド
イ
ツ
の
独
立
投
資
助
言
者
規
制

六
七
八

年
一
月
二
三
日
に
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た
（B

T-D
rucks. 18/10936

）。
現
行
有
価
証
券
取
引
法
三
一
条
は
改
正
後
六
三
条
お
よ
び
六
四
条
に
、
現
行
三
三
条
は
改
正
後
八

〇
条
に
、
現
行
三
六
c
条
は
改
正
後
九
三
条
に
、
ま
た
、
現
行
三
六
ｄ
条
は
改
正
後
九
四
条
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
規
定
が
置
か
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。




